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Ⅰ
お互いの経験を聴こう・話そう

ミニ座談会



1� トランスナショナルな子どもたちの教育を考える

【開催日時・場所】
2011年1月29日（土）
 座談会 10：00 ～ 12：00

 全体共有 12：00 ～ 12：20

大阪大学豊中キャンパス
大学教育実践センター教育研究棟Ⅰ（2階）　
セミナー室1

【座談会のねらい】
　本座談会は、来日してからの経験を参加
者全員で語り合う場として設けられた。ここ
では、学校のこと、勉強のこと、語学のこと、
友達のこと、家族のこと、進学や将来につい
て用意されたトピックについて自由に話をして
もらうこととした。話のなかに出てきた内容
から、○○（たとえば学校、地域など）がこう
なればいいなといった提言がでてくることを
目指して、本座談会を設定した。東京・大阪・
滋賀・兵庫など多くの異なる地域で生活した
経験をお話しいただき、知り合うことでネッ
トワークをつくるきっかけになればと考えた。

【参加者属性】
　参加者属性は以下の通り。トランスナショ
ナルな背景をもつ参加者が合計10人。高校
生1名（パラグアイ）、専門学校生1名（中国）、
大学生5名（内ペルー 4名、中国1名）、幼稚
園教員1名（中国）、その他2名（中国、ブラジ
ル）。なかには、祖母が残留婦人であるため、
10歳のときに来日した経歴をもつ参加者や、
9歳までペルーの日本人学校に通っていたと

いう参加者、11歳のとき家族で生活をするた
めにペルーから来日したという参加者、小学
校のとき中国から来日したという参加者など、
それぞれ異なる背景をもっている方 と々共に、
座談会を開くことができた。

【座談会の内容】
　2時間にわたって、それぞれの経験が語ら
れた。すべてを文字で残すことは難しいが、
できる限りディスカッションに忠実に、キー
ワードを中心として紹介していこうと思う。

（ワークショップの進め方や話し合ったテーマ
については、別項の「ワークショップのヒント」

（p.22）を参照のこと）
　話をしていくなかで出てきたキーワード「国
籍のこと」「自分らしく生きる」「次世代の子ど
もを育む」「子どもたちに自信をもってほしい」
の四つについて簡単に内容をまとめることと
する。
　

【国籍のこと】
　まず、「将来」というテーマで話を始めた。「将
来」と聞いて思うことをそれぞれ話してもらう
ことにした。そこで話された内容は、「自分の
国籍」のことであった。
　「自分の国籍」に関しては、将来日本国籍を
取得するかどうかについて議論された。すで
に日本国籍を取得した参加者からは、日本国
籍を取得して日本名になったけれど、裁判所
にいって日本国籍を保持したまま民族名にし
たというエピソードが話された。彼女の意見
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としては、「自分は中国人。国籍は便利かど
うかで取得を考えた。中国人ということは自
分が知っていたら十分だ」という考えが出まし
た。このことについて、参加者のそれぞれの
意見は以下のとおりである。

・現在24歳だが、国籍を変えるか変えない
かずっと悩んできた。名前も捨てたくない。
すごく宙ぶらりんな状態が嫌。いろいろめ
んどうくさいことがある。

・自分としてはペルー人としての意識を持って
いる。しかし、ペルー人の血をひいていない。
生まれ育った場所で考えるのか、血縁で考
えるのかどちらを選ぶかで悩む。

・帰化するかしないか。親は反対。結婚のこ
とも考えて。

また、この話の延長線上に、自らのアイデン
ティティに関する思いが語られていった。た
とえば、

・初めて会った人などに、自分のことを何度
も何度も説明しなければいけない。説明す
るのは難しいし、説明しても分かってもら
いにくい。

・顔は外国人。俺は何人？
・血って何？すべて混ざり合っているのが私た

ちでは？
・向こうにいったらめっちゃ言われる。こっち

に来たら名前に引っかかる。
・中途半端に思えた。自信がつくと考え方が

変化した。自分の経験を伝えたい。
・自分の居場所はどこ？

など、さまざまな考え方を共有することがで
きた。話のなかで、いくつかキーワードが出
てきた。それらは、「世界人という言葉が好き」

「ハーフではなくダブル」である。世界人とい
うのは、一つの国に属していない自分という
ものを表現したことばであり、ダブルは「半分」
ではなく二つないしは、たくさんの文化を持
つ自分を肯定的にとらえている考えを表した
言葉として表現された。

【自分らしく生きる】
　では、自分らしく生きるとはどういうことな
のか。かのじょ・かれらが話した内容を一部
お伝えする。
　かのじょ・かれらはまず自分のことを知って
もらうことが大切だと話した。ある参加者は、
メディアの影響の大きさを話したあと、日本
に住む外国にルーツをもつ人たちが TVに出る
ことの必要性について話した。そして身近な
人とのコミュニケーションのなかで、自らの経
験などを話す機会をもつこと、そして自分の
育った文化・言葉を伝えていくことが必要なの
ではないかと話す。
　「自分らしく生きること」に気づかされた経
験をもつ参加者がたくさんいた。そのなかで
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一番多かったのが「出会い」の重要性であっ
た。ある参加者は、友人に出会い、先生に
出会い、留学先で自分のルーツと思えること
に出会い、自分のライフヒストリーを演じる
劇に出会った。出会いによって、自分が自分
らしく生きることができるきっかけを掴んだよ
うだった。それは、「自分って何やろ？20歳の
時、自分は自分や！と自覚した」という参加者
の一言で言い表されているように思われる。

【次世代の子どもを育む】
　自分の国籍のことについて話を進めていた
が、ある参加者の「もう親の立場になって考
える歳になった。自分の子どものことを考え
たら不安になる」、「日本で子どもを産むとし
たらどうする？子どもの国籍はどうするの？」
という発言から、次世代の子どもを育むとい
うテーマへと移っていった。

【子どもたちに自信をもってほしい】　
　「ここに今日集まった人たちは、こんな風
に話すことができる。どのようにすれば、次
の世代が私たちのように語る言葉を持ったり、
自信を持つようになるのだろうか？」
　このことに関しては、次のようにたくさんの
意見が出た。

・自分から発信してほしい。周囲の人も発信
してほしい。

・自分から発信したい！発信できる場所を！
・自分はこうやったらいいと自ら行動できる人

に育てるべき。

・国と国の関係が生活に影響してくる。そん
な時、真っすぐ生きてほしい。

・気づきが重要！
・周りが自分をどう見るかではなく、自分が

まわりをどう見るか。
・二つの文化をもって、パラグアイで国際結

婚は羨ましいこと。
・母から二つの文化を持つことは誇りだと言

われ、羨ましく思った。
・子どもに考えさせることが大事。

　今回、「将来」というテーマについて話し始
めたのだが、自らの経験を話すなかで、これ
から日本で育っていくトランスナショナルな子
どもたちへ、自分たちの経験をどう伝えてい
くのかというテーマへと変わっていった。そし
て、同じ背景をもつ子どもたちにこれからも
自分たちの経験を「発信していきたい」という
ことで参加者の気持ちが一致した。自分たち
が自らを語る言葉をもてたのは自分に自信が
持てたからだと語る参加者たちは、今後、同
じ背景をもつ子どもたちと一緒にアクション
を起こしていくだろう。

【座談会が終わって：参加者の感想】
✿今日は参加して、私の結論は、国籍を超

えてひとを同じ人間としてみることは大事
だと思いました。自分の国籍で迷っている
ひともいっぱいいると思います。日系人で
あっても、外国生まれ日本育ちの自分は何
なのかと悩んでいる人もいっぱいいると思
います。「ペルー人」とか「ブラジル人」という
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「何々人」ではなくて「世界人」という言葉を
伝えたいです。

✿今、私たちがこうやって思っているのは、
子どものころにいろいろな経験があって、
その過程でいろんなところで経験を経て視
野が広がってきて、いまこうやって語るこ
とができると思います。おそらく教育関係
者であったりそういう子どもと携わってい
る今のここにいる方々に関しては、子ども
それぞれで、内気な子だったり積極的な子
もいるので、それぞれの子どもにあった、
その子ども自身が今後自分で視野を広げら
れて、いろいろな経験ができるように話し
方にも気を付けてほしいと思います。先生
という存在はものすごく大きいので、親や、
ボランティアの誰か存在がいたりすると、
自信を持って行けると思います。私たちも
これからも活動していったりすると思いま
すので、どうぞよろしくお願いします。

✿今、私は愛知県の保育園で勤務していま
す。今日は「世界人」と「ダブル」という言葉
に対してすごく強い印象をもちました。ハー
フではなくて、ダブルというプラスの見方
をすることで、全然見え方も違ってくるの
だなと思いました。私が今勤務している保
育園にも外国の子どもがいます。特にどこ
の国の人かまだわからないのですが、「何々
人」、外国人だからという見方ではなくて、
個人の「何々ちゃん」としてみるように心が
けています。

✿こういう場がほんとに久しぶりだったので、
うきうきワクワクしてしまって、この場での
取り決めみたいなのを作ってくださって、こ
こは安全な場であるということを意思表示
してくださったので、そのことについてはす
ごく感謝をしています。ほかの方の体験を
聴いているうちに、そうだな、そうだな、
とどれも自分にあてはまることだなと思っ
ていたのですけれども、そう思っているう
ちに、さしはさむ余地がなくなってしまっ
て、最後までほとんどコメントを出すこと
ができませんでした。終わりの方に、子ど
もの自尊心をはぐくむために、自信を持た
せるためにはという方向性を示してくださっ
たので、私自身が自信や自尊心を持てたか
なというポイントを言って終わりたいと思い
ます。それは、出会いが大きいかなと思っ
ています。一つ目として大学の先生との出
会いが当てはまるかなと思っています。そ
の先生によって「あなたは尊重される存在
なんだ」と「あなたは才能があるんだと」、
プラスの言葉の雨嵐くらいのものでもって
包んでくれる人と出会いました。もう一つ
は、自分のルーツとの出会いがあるかなと
思っています。私の場合、残留婦人三世で
すので、自分の祖母のつながりがあって自

Ⅰ　お互いの経験を聴こう・話そう　ミニ座談会
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分が今ここ日本にいるということ、歴史の
教科書をみても、自分のつながりがそこに
あるということ。それを確認したときのゆ
るぎない自分の場というものが大きいかな
と思っていますし、それをまた絶え間なく
学んでいくことによって、もっともっと揺る
ぎないものになっていっているかなと思い
ます。三つ目は、今のこういった場のように、
同じ立場の人に出会う。私が一番初めにそ
ういう人と出会ったなと感じたのは、それ
も大学のときで、在日の方だったのですけ
れども、本名を名乗って、中高から自信を
もって生きてきた方、あるいは、今まさに、
本名を今名乗ろう、今まさに変わろうとし
ているという方、今も自分の民族的な部分
については隠している方。いろんな方に出
会ったことで、じゃ、自分は本当にこの社
会のなかでどうやって生きていかなければ
いけないのだということを突き付けられて、
ほんとにちょっとずついろんな方の助けを
借りながら来たかなと思っています。今日
はありがとうございました。

✿私はこの場でいろいろなテーマについてさ
まざまな問題とそれぞれあった解決方法
をみなさんと一緒に発言することができた
のですごくよかったし、私にいろいろ考え
方とか価値観とかそういうのをたくさんも
らって、私にすごくプラスになったと思いま
す。それで、これを通して自分に、外国人
であるということに自信が持てたし、これ
からも自分たちの持っている文化を身近な

ひとから伝えていきたいし、私の周りの人
たちにも日本の文化とか教えてほしいし、
こういう交流とかを経て、どんどん自分も
相手とかもお互いに成長していって、こうい
う差別とかなくなればいいなと思いました。

✿私も今日の話合いという場に参加して、国
や年齢も違ったりするのですけれども、やっ
ぱり話をしていると同じような経験をして
いたり、同じような考え方を持っていたり
して、共感する部分がすごくたくさんあっ
て、話す度にこういう場ってすごくいいなっ
て思いました。このメンバーはみんな自分
に自信を持って生きているメンバーだと思う
のですけれども、ではこれからの子どもた
ちがどうしたらこのメンバーみたいに自信を
持って生きられるのかというのを常に考え
てきました。私はいま3児の子どもを持つ
母なのですけれども、その子どもたちがど
うしたら自分に自信を持って自分らしく生き
ていけるのか、というのをこれからも考え
続けなければいけない。自分の経験からで
すが、自分の言葉、自分の国の文化を知る
ということはすごく大切だと思います。あと
もっと成長していけば自分のことを話せるこ
ういう場というもののが大事になってくるの
ではないかなと思います。ぜひそういう場
をつくっていただきたいと思っております。

✿5歳のときに日本に来ました。ブラジル人で
す。いろいろ話を聞いていて、自分の思っ
ていることと、よくみなさんの思っているこ
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とがすごくかぶっている。同じような思い
で、日本に住んでいるすべての外国人の二
世や三世は、日本人にはわからないかもし
れないけれど、ブラジル人とペルー人は国
籍が違うのに、日本に住んでいるだけで同
じような気持ちになるというか、そんな感
じを思いました。去年の12月に妹が生まれ
たので、これから日本の外国人に対する態
度がよくなっていったらいいなと思います。

✿出身はペルーです。ちょっと疑問に思うの
は、なぜ日本に日系人の人たちが病院で
あったりそういう場所で働いてないのだろ
う、このいまの構造はなぜそうなっている
のだろうかという疑問をもっています。午
後のワークショップで目一杯話したいと思
います。

✿今日は途中からの参加でしたけど、ほんと
にみなさんととっても話が弾みました。すご
く楽しかったです。そのなかでも一番印象
に残ったのは、みなさんがおっしゃっていた
国籍は関係ないのだということでした。一
人の外国人が悪いことをしたからといって、
すべての外国人がそうだというわけではな
いので、もっとこう固定観念とかそういう
ものを捨てて一人ひとり人間として接してい
くことが大切かなと改めて思いました。すご
く楽しかったです。ありがとうございました。

 

ファシリテーターとして感じたこと
　今回の座談会では、自分の経験を語りな

がらも、次の世代をどうしていくかということ
について、参加者が真剣に意見を交わしあっ
たというところが印象的でした。全員で話を
していくなかで、自分の考えと重なる意見が
出た時にも頷きながら聞いている参加者もい
ました。違う意見が出たときもその多様性を
受け入れながら、建設的に議論を進めていく
ことができる雰囲気が生まれていると感じま
した。みなさんに安心してディスカッションを
お任せすることができたので、ファシリテー
ターとしては特別何かをしたというわけでは
ありません。短い時間でしたが、お互いに安
心感と信頼感を築くことができたことをうれ
しく思います。
　自らの経験を語ることは容易なことではあ
りません。このような場で話すことが、かの
じょ・かれらにとってどのような意味を持って
いるのか、かのじょ・かれらそして、このブッ
クレットをお読みの方々の将来とどのように
つながっていくのかなど、考えなければなら
ないことがたくさんあります。この報告書を
書かせていただくにあたって、このことは再
度考え直した部分でした。「いつも説明をさせ
られるのは、かのじょ・かれら」という構図か
ら脱却し、どのようにすれば社会を構成する
全ての人々で、多様で豊かな世界を築いてい
けるか。どのようにその方向へ持っていくこと
ができるのか、座談会を通して今後の課題を
再度確認することができました。これからこ
の方向へ向かって、かのじょ・かれらと共にア
クションを起こしていきたい、と感じた2時間
の座談会でした。

Ⅰ　お互いの経験を聴こう・話そう　ミニ座談会
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